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課題名

試験研

究年次

１水質汚濁対策

生活排水による汚濁水の潅概が水稲の収量・品質

に及ぼす影響

６３～２年（完了）

分類 ②

Ｉ目的混住化の進む農村地帯では生活排水や産業廃棄物等の影響に

より農業用水の汚濁が進行している。そこで汚濁水の流入が水稲の収量

品質に及ぼす影響について明らかにし、水稲の安定生産に資する。

Ⅱ試験方法

１調査地区

城島町（細粒質灰色低地土一佐賀統） ，、
９

小郡市寺福童（細粒質灰色低
守由

ヘ

地 土一野市統）、小郡市味坂（細粒質灰色低地土一基盤整備田）

２耕種概要

（１）施肥設計

調査

地区
年度 品種

Ｎ施肥量（ｋｇ／ｌＯａ）

基肥中間追肥穂肥

移植

月日

収 穫

月日

１６３１ﾂｸｼﾎﾏ1，’７．７－４．２+２．８１６/２２１１０/2４

城島

寺福童

味坂

１

２

６３

１

２

１

２

(2)水管理

〃

ｺシヒカリ

ツクシホマ1，

〃

ｺシヒカリ

ツクシホマ1，

ヒノヒカリ

７．０－４．２＋２．８

３．０－２．８

１ ． ４ １ ． ４ ２ ． ８

１ ． ４ １ ． ４ ２ ． ８

１．２１．３

４．２１．４６．４

４．９１．２４．８

寺福童は掛け流し。寺福童の中干しは６３年・１年が、

6／１８ １０／２３

4/2３１８/９

6／２２

６／２０

４／２２

6／２０

６／１８３／１脳

１０／２４

１０／２３

８／１７

１０／２８

１０／１５

７月下旬及び８月中旬

に各々１０日間の２回、２年が５月下旬に１０日間の１回、間断かんがいは毎年

農家慣 行 に 従 っ た 。 そ の 他 の 地域の水管理はいずれも現地慣行によった ◎

Ⅲ主要成果の概要

混 住化 が進 む農 村地 帯で は用水中の窒素濃度が２ｍｇ／９以上あり、水口

部で水稲の生育に影響がみられる。窒素濃度が３ｍｇ／９以上になると減肥

しても、水口部の水稲の生育は過繁茂となり、登熟歩合が低下し玄米中の

窒素含有率が高まる。

１ 汚濁水中の窒素の影響は圃場中央部より水口部で大きく、特に窒素濃

度が ３m g／ ９以 上（ 寺福童）では水稲の窒素吸収量の増大により葉色が

濃く窒素過剰の生育を示す。穂肥量を約５割削減しても、登熟歩合が低

下し、玄米中の窒素含有率が高まる。

２汚濁水の流入田では、汚濁水中の窒素濃度が高いほど土壌表層のアン

モニ ア化 成量 が増 加す る。この傾向は圃場中央部より水口部で大きく、

収穫期に最高濃度となる。土壌表層に堆積した窒素は収穫後速やかに分

解されるため、跡地土壌のアンモニア化成量は水口部と中央部との差が

なく、麦作への影響は観察されない。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

Ｅ了…第ユ表堂患次別潅海期の氷質
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②表層はO～1cm、下層は1～10c皿跡地はO～10cｍ

●伊凸_ﾉ+‘｡｡客■
凸 ①画可

．､-．-.｡,登;‘．←'．．

Ｐ今

弓‘

『
唾
ｐ
■

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

ユ‘農業-用水質汚+濁対策のz基;礎資料とする 。

２汚濁水流入田では特に水口部での減肥対策が必要である。

３窒素過剰の影響はコシヒカリやヒノヒカリででやすい ｡

Ⅵ‐今後の研究上の問題点

１ 汚濁水流入田における窒素施用法

･２ 水 口 部 の 窒 素 過 剰 防 止 対策

３ 水 管 理 法 と 稲 の 窒 素 吸 収との関係
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